
むつに全国の核のごみを押し付けないで！
～中間貯蔵施設の共同利用に反対する集会

2026年10月20日

老朽原発を延命させる
乾式貯蔵施設設置反対！
同意しないよう求める取組み

女川原発の避難計画を考える会
日野 正美
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使用済燃料乾式貯蔵施設設置に関する
東北電力の事前了解の申し入れに

同意しないよう求める署名運動
（2025年2月～）

歴代の宮城県知事はじめ、女川原発推進して来た人々
使用済み燃料⇒リサイクルするので敷地には残らない

・六カ所再処理工場の27回の完工延期（今年で28回目）
・敷地内保管が長期化が必至

・立地自治体が同意しなければ、設置出来ず運転継続困難

・女川原発2号機を止めることが出来る
・戸別訪問、街頭､インターネットでの署名活動

2025年7月 宮城県へ事前了解の回答（同意）前の要請
①「敷地外搬出」保障を盛り込んだ協定締結を
県：一時的保管施設の認識。新協定締結考えていない。

②東北電力への回答前に石巻市、女川町へ住民意向確認を
県：判断において住民意向確認ないので考えていない。

③乾式貯蔵施設の設置で、敷地内保管が長期化は約束違反
県：一時的保管施設の認識。敷地には残らない。

④核燃料サイクル事業は破綻している
県：六カ所再処理工場は来年竣工予定。早期搬出を国と

事業者に求めていく



宮城県、石巻市、女川町へ署名を提出

宮城県

石巻市

女川町



7月29日、宮城県、石巻市、女川町が設置了解！



宮城 県・女川町・石巻市
7月31日、
資源エネルギー庁に 
「六ヶ所再処理工場の早
期整備」を求める要請書
を提出した。



・2024 年 2月27日：宮城県、女川町、石巻市に対し 
事前協議の申し入れ、

・2024 年 2月28日：原子力規制 委員会へ
原子炉設置変更許可申請

・2025 年 5月28日：原子力規制委員会より許可
・2025 年 7月29日：宮城県、女川町、石巻市が設置計画了解

：「設計及び工事計画認可申請書」 へ提出
・2026年5月 ：１棟（552体収容）工事着工予定
・2026年4月27日： 5月から７月へ工事着工延期
・2026年６月27日： ７月から９月へ工事着工延期
・2026年9月29日： 9月から12月へ工事着工延期

運用開始を2028年3月から12月へ延期

＊設計及び工事計画認可の審査における説明および認可に向け
た手続きに、さらに一定の期間を要すると判断したため。

＊着工時期の見直しに伴い、使用済燃料を収納する乾式貯蔵容
器の製造工程について精査した結果、運用開始時期について
も見直す必要があると判断した。

事前協議申し入れ～今日までの流れ

青森県むつ市でリサイクル燃料貯蔵（ＲＦＳ）が運
営する使用済み核燃料中間貯蔵施設を巡り、親会社の
東京電力と日本原子力発電は、両社以外の燃料を搬入
する事業者間連携に関西電力と東北電力が参画する計
画を市に提示した。早ければ２０２８年にも連携分の
搬入を始めたい考え。
東電の小早川智明社長らが市役所に山本知也市長を

訪ね、東電３５００トンと原電９００トンに加え、関
電の５００トン、東北電の１００トンの燃料を保管す
る中長期計画を説明。中間貯蔵施設の２棟目を３０年
代後半に着工する見通しも伝えた。（河北新報記事）



女川原発 2 号機の燃料プールの空き容量

＊女川原発 2 号機の燃料プールの空き容量は 
265 体（2026年8月末）

＊1 回のサイクル（13 ヶ月運転・3 ヶ月点検）で
 130 体燃料交換する⇒2 回しか稼働できない。

＊乾式貯蔵施設を作って使用済核燃料を移しても
搬出する先がないので、作ったら必ず超長期保管 に
ならざるを得ない。

女川2号機が通常どおり運転を継続すると、使用済燃料プー
ルは再稼働(2024年11月)から 4年程度で管理容量に達する状
況になるため、使用済燃料を発電所の敷地外へ搬出 するま
での間、一時的に貯蔵する施設として設置するもの。
 【女川２号機使用済燃料プールの貯蔵状況）】2026.8月末
＊ 貯蔵容量2,240体
＊ 管理容量1,680体
（原子炉に装荷される燃料560体 を差し引いた容量）

（東北電力ＨＰより）

東北電力にとっては、
渡りに舟の「むつ中間貯蔵施設」への保管
むつへ核のゴミを押し付けるな！
共同使用に反対しよう！
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